
生産段階での廃棄物低減対策事例生産段階での廃棄物低減対策事例

出典：トヨタ自動車

鋳物集塵ダストの分級再使用
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出典：トヨタ自動車

使用段階での３Ｒ事例 中古部品の活用使用段階での３Ｒ事例 中古部品の活用 中古部品の需要も増加傾向

２０００年

補修部品仕入れ 中古部品

１００万円（ ）は指数

２００１年

２００２年

２００３年

２００４年

1,830,300 (100)

1,844,900 (100.8)

1,712,800 (93.6)

1,733,800 (94.7)

1,802,300 (98.5)

95,500 (100)

100,000 (104.7)

1,06,000 (111.0)

1,12,000 (117.3)

1,20,000 (125.7)

出典：自動車部品卸売業に関する調査（株）矢野経済研究所より作成
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出典：本田技研工業



出典：マツダ

使用段階での３Ｒ事例 バンパーの回収・再利用使用段階での３Ｒ事例 バンパーの回収・再利用

修理時に交換するバンパーを回収し再利用。

業界全体では約１６０万本／年を回収（０４年度）。
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オゾン層保護・地球温暖化防止

カーＡ／Ｃフロンの回収・破壊

事故防止

エアバッグの回収・処理

最終処分場の逼迫

土壌・水質保全への対応

ユーザー
引取事業者

（新車・中古車ディーラー等）

解体事業者

破砕事業者

廃液等の
産廃処理

リサイクル率
９５％目標極小化

中古車輸出等

中古部品等

金属類再資源化

ASR：自動車シュレッダーダスト

（９９年～）エアバッグ処理実証事業

啓発活動

（９６年～９９年）

ASRの減容・固化等実証実験と関係業界への情報提供

（９８年～）

環境負荷物質削減自主取り組み

技術情報提供・協力要請
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０２年１０月からはフロン回収破壊法、
０５年１月からは自動車リサイクル法で
回収・破壊を実施

（９８年～０２年）フロン回収・破壊自主取り組み

ＡＳＲ埋め立て
（最終処分）

使用済車処理段階での３Ｒ使用済車処理段階での３Ｒ 自動車リサイクル法施行以前より様々な自主取組を推進



ASR：自動車シュレッダーダスト

使用済車処理段階での３Ｒ（２００５年１月より自動車リサイクル法が本格スタート）使用済車処理段階での３Ｒ（２００５年１月より自動車リサイクル法が本格スタート）

ユーザー
引取事業者

（新車・中古車販売点等）

解体事業者

破砕事業者

廃液等の
産廃処理

リサイクル率
８０％＋α

２０％－α

中古車輸出等
フロンの回収・破壊

エアバッグ処理

ＡＳＲ処理

メーカー等責務

・フロン、エアバッグの
引取と処理

・ＡＳＲの引取と処理

ＡＳＲ再資源化率７５％
（車のリサイクル率９５％）

（２０１５年）

三品目のリサイクル費用負担

自主取組
・ 使用済二輪車のリサイクル

・ 商用車架装物のリサイクル

・ 環境負荷物質全廃・削減自主取り組み（鉛、水銀、六価クロム、カドミウムの４品目、ＥＵ指令と同等の取り組み）

メーカー等 ⇒ 自動車メーカー、輸入車ディーラー

・ フロン、エアバッグ、ＡＳＲの三品目の引取を自動車メーカー等に義務付け

・三品目のリサイクル費用はユーザー負担

・解体事業者の施設要件を明確化するとともに、許可制にするなど環境保全面も十分に配慮

・ リサイクル率の向上は自動車メーカー等の責務

・併行して、自主取り組みも推進

中古部品等

金属類再資源化

１７



資源の有効利用資源の有効利用

関係事業者の環境保全強化関係事業者の環境保全強化

・ＡＳＲ、フロン類、エアバッグ類の引取りと適正処理を自動車メーカー等に義務づけ

・対象は殆どすべての四輪自動車

従来のリサイクルシステム機能の再生従来のリサイクルシステム機能の再生

・使用済車処理事業の登録・許可制化

・自動車の登録・検査制度とリンクしたリサイクル料金の預託（前払い方式）

・電子マニフェストによる、使用済車処理の管理

埋め立て処分場の極小化埋め立て処分場の極小化

不法投棄の防止不法投棄の防止

・ＡＳＲ、フロン類、エアバッグ類の引取りと適正処理は自動車メーカー等に義務づけ
（解体事業者、破砕事業者の負担軽減）

・使用済車処理事業の登録・許可制化

・施設要件の強化

自動車リサイクル法と３Ｒ自動車リサイクル法と３Ｒ
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注：［ ］内は、０５年１月法施行後累計

引き取り台数

フロン

エアバッグ

ＡＳＲ

０５年度計

304.9

211.5

46.2

295.8

［352.0］

［228.1］

［049.9］

［322.2］

２００５年度の使用済自動車処理実績１２００５年度の使用済自動車処理実績１ 自動車リサイクル法は順調に稼働中
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（万台）



ＡＳＲ（シュレッダーダスト）の
再資源化基準

２００５～２００９年度
３０％以上（８５％以上）

２０１０～２０１４年度
５０％以上（９０％以上）

２０１５年度以降
７０％以上（９５％以上）

（ ）内は使用済車全体の
推定リサイクル率

出典：産業構造審議会
中央環境審議会
合同会議資料（０６年７月）

ＡＳＲのリサイクル率は平均で約６２％、
車全体では９２％程度のリサイクル率を達成

２００５年度の使用済自動車処理実績２２００５年度の使用済自動車処理実績２

注：０５年度ＡＳＲ引き取り総重量は約４８万トン（出典：自動車メーカー、輸入事業者ホームページ） ２０



０５年９月

０６年３月

６２,４６８

０４年９月

４４,０７２

不適正保管

１９５,８６０

不法投棄

２２,４９９

１４,４８６

１２,７３３

単位：台

参考：不法投棄、不適正保管も大幅に減少参考：不法投棄、不適正保管も大幅に減少

自動車リサイクル法の施行、国による不法投棄対策の強化、
スクラップ金属相場の好転等により不法投棄、不適正保管は大幅に減少
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使用済車処理段階における自動車メーカーの取り組み事例使用済車処理段階における自動車メーカーの取り組み事例

出典：富士重工業
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出典：自工会 トヨタ自動車 富士重工業

業界共通エアバッグ一括展開用車上作動ツールの開発

ダッシュボード取り外しツールの開発

解体用転倒機の開発

使用済車処理段階における自動車メーカーの取り組み事例使用済車処理段階における自動車メーカーの取り組み事例
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出典：トヨタ自動車

使用済車処理段階における自動車メーカーの取り組み事例使用済車処理段階における自動車メーカーの取り組み事例
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使用済車処理段階における自動車メーカーの取り組み事例使用済車処理段階における自動車メーカーの取り組み事例

商用車架装物のリサイクル施設の情報提供
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